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1. はじめに 

 現在の主要なガン治療法の一つに、X 線やガンマ線を用いた放射線治療法がある。ここで、治

療計画用コンピュータによる線量計算の結果と体内の実際の線量に差異が生じることがあり、過

剰・過小照射による医療事故が指摘されており、実際の照射線量をリアルタイムに測定できる手

法が求められている。そこで、治療部位にシンチレータ結晶を挿入し、LINAC等からの放射線照

射時にシンチレーションを起こし、体内を透過してきたシンチレーション光から照射量を測定す

る手法が考案されている[1]（図１）。このシンチレータ結晶の要求特性の一つとして人体による光

の吸収が少ない近赤外領域（600-1400nm）で発光することが挙げられる。本研究では、Ti3+の 2E 

→ 2T2 遷移に着目し、近赤外発光シンチレータ結晶として Ti 添加 ガーネット 結晶を育成した。

これらの育成結晶を用いて、その発光特性やそのバンドギャップ等を評価した。 

 

2. 結晶育成と評価 

 純度 99.99%の混合粉末を出発原料とし、高周波加熱マイクロ引下げ法[2]により、Ti 0.5%を添加

した Gd3Ga5O12, Y3Ga5O12, Lu3Ga5O12等の直径 2-3 mmのロッド状の酸化物ガーネット結晶を育成

した。これら育成結晶を研磨し X線励起によるラジオルミネッセンス測定を行った。その他の特

性評価手法及び結果を含めて、本講演にて報告する。 
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図１ 近赤外シンチレータを用いたリアル

タイム線量測定システムの概念図。 

第62回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2015 東海大学 湘南キャンパス)11p-A19-3 

© 2015年 応用物理学会 03-014


